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序

本書はこのたび北陸自動車道滑川―朝日間の建設に伴い、工事

法線内にかかる魚津市早月上野追跡について、日本道路公団の

依頼により、魚津市教育委員会が調査主体者となり、昭和54年

6月 から昭和55年 8月 まで発掘調査を実施 したその報告書であ

る。

早月上野追跡は当市の遺跡の中でも最も古くからその存在が

知られており、面積も県内最大級との折紙がつけられている。

今回の調査によって新しい事実が確認され、また学術的成果を

得ることができた。本書が埋蔵文化財に対する認識と理解を深

めるものとなり、学問研究に少しでも役立つならば幸である。

発掘調査の実施にあたっては富山県教育委員会からご指導を

賜り、日本道路公団新潟建設局 。同魚津工事事務所をはじめと

し、黒部市教育委員会・富山県埋蔵文化財センター、調査にあ

たられた関係各位、地元の方々からご理解とご協力を賜ったこ

とに対し、深甚なる謝意を表する次第である。

日召不日57`千 3月

魚津市教育委員会



例

1,本書は北陸自動車道滑川一朝日間の1建設に伴って破壊される富山県魚津

市早月上野遺跡につき、日本道路公団から魚津市教育委員会が委嘱を受け、

昭和54年 6月 20日 から昭和55年 8月 12日 まで発掘調査を実施したその報告

である。

2.発掘調査の担当者は次のとおりである。

昭和54年度   魚津市教育委員会社会教育謀  麻柄一志

昭和55年度   魚津市教育委員会社会教育課  斎藤 隆

同         麻柄一志

同        安念幹倫

(現小矢部市教育委員会)

黒都市教育委員会社会教育課  桜井隆夫

東北大学研究生        松島吉信

(現富山県埋蔵文化財センター)

3.違物の整理作業は主として、斎藤、麻柄、安念の3名 があたった。

4.本書の執筆は各調査員との共同討議検討の上、分担執筆をしたもので、

目次に執筆者の氏名を明記した。

5.遺物の実測・写真撮影・図版の作成は、関係する各項の執筆担当者が主

としてあたり、河西由美子・松島里美の協力を得た。

6!出土遺物等は魚津市立歴史民俗資料館にて保管している。
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I 位 置 と環 境

北側を日本海に面 し、その他の三方を日本アルプスとそれに続く山岳地帯に囲まれた富山平野

は古来よりその地理的条件の下に独自の文化を形成している。この富山平野のほぼ中央部に南の

山岳地帯から北に向って延びる狭長な丘陵がある。呉羽丘陵と呼ばれるこの丘陵は富山平野を二

分するように突出しており、これを境に西部を呉西、東部を呉東と呼び習わしている。呉東と呉

西は単に地理的な違いに止まらず、文化面での差も大きいといわれている。

魚津市は呉東の中でもさらに東部に位置し、もとは新潟県と境を接する下新川郡に属 していた。

洪積台地が発達 しており平野部が狭まく、また大小河ナIIに よって河岸段丘が形成されており、起

伏ある地形が広がっている。この地理的環境の制約と思恵によって追跡の発達に片寄 りがみられ

る。

○旧石器時代

魚津市内で判明している旧石器時代の遺跡は今のところ早月上野追跡のみである。隣接する滑

川市・黒部市でもそれぞれ 1遺跡で旧石器時代の追物が出土 しているにすぎない。旧石器時代の

追跡の数はその地域の研究者の有無によっても大きく影響を受けるが、100を 大きく越える県西部

地域と比較すれば、その過疎性は実情に近いものと思われる。

早月上野追跡では富山県教育委員会の発掘調査で、 3つのユニットが検出され、ナイフ形石器

の終末期と考えられるナイフ形石器、掻器等が出土 している。

○縄文時代

縄文時代の遺跡の発見は古く、記録に残 されているものでも明治年間に既に早月上野追跡が注
|

目されていた (下新川郡史稿 )。 その後故早川荘作氏 らによって多くの追跡が踏査され、魚津市内

では早月上野追跡、天神山追跡、黒沢追跡、桜峠遺跡、石垣追跡等から土器・石器の出土が矢Hら

れていた。

早期では押形文土器が富山県下では初めて桜峠追跡から出土している。また近年の調査で佐伯

遺跡からも押文土器が発見されている。

前期の追跡は市内では最も少 く、わずかに佐伯追跡、山下遺跡から前期末の福浦上層式土器が

出土している。

中期は当地の縄文文化の花開いた時代であり、特に天神山遺跡、早月上野遺跡、宮津追跡、桜

峠遺跡、大光寺遺跡、石垣追跡といった大遺跡が点々と出現 し、その間に小遺跡が数多く分布す

る。中期の天神山式の標式追跡となっている天神山追跡をはじめ、ほとんどが中期前葉の新崎式

から追跡が形成され、串田新式の時には衰退 しはじめる。中期の追跡からは莫大な量の打製石斧

が出土することが大きな特徴となっている。

後期の遺物は早月上野遺跡、黒沢追跡、石垣遺跡、東尾崎追跡から出土しており、晩期では中

山追跡、石垣追跡、F「 田追跡、早月上野追跡から出土している。中期に比べて、後晩期は遺跡数
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も遺物量も極度に減少している。

○弥生時代

弥生土器は、中期の土器が佐伯遺跡、湯上 B遺跡で少量出土している。後期末から古墳時代初

頭の土器は、量的にも出土遺跡数も爆発的に増加する。この時期は、上記の 2遺跡のほか、早月上

野遺跡、天神山城遺跡、友道遺跡などが出現する。この後、古墳時代は遺跡数は極端に少なくなり、

再び遺跡が増加するのは奈良・平安時代になる。

早月上野遺跡は魚津市西端の早月川と角川に扶まれた上中島台地の最深部に位置する。台地の

両側は早月川と角川によって深く刻まれ、約30mの段丘崖がみられる。

遺跡の範囲は標高約65m～ 75mの 台地のほぼ全域で、長さ約 l km幅約50Clmで ある。遺跡の中心

部は上野地区の村社付近で、ほぼ平坦地が広がっている。中心部からややはずれた標高約70mあ

たりからゆるやかな傾斜がみられる。今回の調査はちょうどこの地点である。遺物の散布状況は

中心部では表面採集でかなりの量の土器・石器を採集できるが、今回の調査地である斜面部では

地表面に遺物の散布はほとんどみられない。

魚津市内は沖積地が少なく水田に適 している土地があまりないといえる。このため近世以後の

洪積台地の水田開発は盛んで、早月上野追跡の位置する上中島台地も大部分が水田と化 している。

また1970年代にさかんにおこなわれた圃場整備の波は洪積台地上の水田も例外とせず、早月上野

追跡の範囲内の吉野地区が大規模な圃場整備がおこなわれている。団体圃場整備事業はおこなわ

れていないが、上野地区でも個人規模での圃場整備はおこなわれており、追跡は近世の開田と1970

年代の圃場整備による2度の破壊がおこなわれたことになる。調査地区ではこうした過去の追跡

の破壊が明瞭に認められた。

なお、遺跡付近は富山県内を縦断する交通幹線が密集 しており、北陸自動車道のほかに、既に

スーパー農道が建設されており、採来は耳ヒ睦新幹線のルー トにも予定されている。今後の追跡保

護対策が望まれる。
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Ⅱ 調査の経過と概要

1田 義査経過
耳ヒ睦自動車道、富山市一朝日町間の計画路線が昭和48年 3月 に発表され、建設予定地内分布調

査事業が同48年 11～ 12月 、49年 3月 と二期にわたり県文化課、大学生等のが加により実施された。

調査方法等は踏査を原則としており、追跡地の範囲確定を目的とする試掘調査はおこなわず、あ

くまで、遺物の散布状況による推定範囲である。当市において確認された追跡は第 1図 に示す。

特に早月上野、吉野、FF田遺跡等は「。中段丘上に立地 し遺存状態もかなり良好と判断される追跡

で県下でも有数の追跡と推定…」と報告されている (富山県教委1974)。 尚この調査に関しては参

加者側学生の素直な感想も報告されている (久 1々973)。 昭和50～同53年 については富山～滑川間

の早期開通をめざす為、当市関内はほとんど空白の状態であった。同54年 4月 に麻柄が市教委ヘ

埋文専門主事として勤務 し、市独自の体制準備がなされるようになった。日本道路公回事業契約

は、吉野、早月上野、蛇田、宮津遺跡であり、秋には県埋文センターの応援をえて印田追跡の試

掘を計画した。しかしながら調査員 1名 の為と、試掘面積が膨大な為、思うように試掘調査は進

行しなかった (公団側の用地買収の遅れ、県埋文センターの応援等が実現しなかった)〔 5頁上参

照〕。同55年 1月 に文化課、埋文センター、公団等で55年度事業日程が協議され、湯上、宮津追跡

は埋文センターで、早月上野、印田、天神野新は魚津市教委でと決定された。同55年 4月 に県教

委より安念、斉藤が市教委へ派遣され、黒部市教委桜井の応援をえて計4名 の調査体制を組んだ。

調査は早月上野遺跡の試掘と記録保存作業を4月 末～8月 中旬、【「田追跡は8月 中旬～12月 上旬、

試掘調査及び一部記録保存調査を実施した。用地末買収等の問題が残っており、当初の計画予定

より作業が進展しなかった、その為、56年度に印田遺跡の試掘、及び記録保存調査、天神野新遺

跡の試掘が残る結果となった。同年12月 に、市教委―公団、市教委一文化課と協議し、3名休制

で用地買収等が終了していれば (そ の他遺構とかなければ)印田、天神野新は56年 8月 までに終

了と市教委が報告した (発掘順序は印田から天神野新へ)56年 3月 、公団の要望により、天神野

新よりの調査要望があり、検討の結果これを受けいれることになった。調査は4月 20日 ～ 5月 30

日まで実施され、天榊野新 1は試掘のみ、同 2は試掘及び一部記録保存をした。同56年 6月 より

F「 田追跡の試掘を実施 し、 7月 には安念が11ヽ 矢部市教委へ派遣 となり体制は 2名 に縮小され仕事

のみが残る結果となった。一部の記録保存調査が8月 中旬に終了したがまだ未買収地がある為調

査は中断された。調査が再開されたのは師走の中旬ごろであり、作業員の確保も思 うようにいか

ず、調査員と機械のみの日もあり、一時は雪等も降り、調査等もあやぶまれたが、社会教育課員

の協力もあり、執務納め直前で調査が完了した。

2.調査の概要

早月上野遺跡は昭和54年度 。55年度の 2ヶ 年にわたって発掘調査を実施 した。以下その工程を
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このように調査は小間切れに進行 し、 1年 を越 える期間を費した。これは道路用地の買収が遅

々として進 まず、買収の終了した区角を点々と発掘 していたためである。

54年度は比較的買収の進んでいた吉野地区より試掘 にかかり、一旦 7月 下旬に終了した。これ

は用地買収が発掘の進行ペースについていけなかったためである。この段階で試掘の終った地点

で記録保存の必要な約80鰤 の記録保存をおこなうことになった。吉野地区は台地のほぼ全面に遺

物の散布がみられる。 しかし1970年代に圃場整備がおこなわれているため、遺物包含層の良好に

残存 している地点は少なく、記録保存の対象面積はわずかであった。記録保存をおこなった地区

からは遺構の検出はなく、遺物 も縄文土器と越中瀬戸・寛永通宝が同一層内の同一 レベルで出土

するといった状態で、しかもかなり細片化 している。 しかし、遺物量は多く最大限集収 に努めた。

なお 8月 以後の試掘実施区からはわずかに表土層から数点の遺物の出土をみただけで、記録保存

はおこなわなかった。

上野地区の試掘も用地買収に悩まされ、買収が終了した水田 1枚 ごとの調査 となった。12月 の

初旬に調査のできる買収済用地がなくなったため、以下は次年度に持越すこととなった。

55年度はまず試掘を完了させることに主眼をおき、 4・ 5月 で試掘調査 を完了させた。54年度

の試掘調査の結果、記録保存の必要な地点は 3ヶ 所認められた。55年度の試掘区では、遺物が特

に多く出土する地点はみとめられなかった。

記録保存の実施区は南からA地区、 B地区、C地区と名づけた。いずれも遺物量は豊富であっ

たが、遺構が確認 されたのはA地区のみである。

3日 過去の調査について

早月上野遺跡は明治35年の道路工事の際発見された遺跡である。その後多くの研究者・好事家

が訪れ、遺物の採集に努めた。地元の上中島小学校 には大正年間に出土 した土器・石器が保管さ

れていた (現在は魚津市立歴史民俗資料館 にて保管 )。

戦後は発掘ブームが訪れ、魚津市内でも富山考古学会等によって天神山遺跡・桜峠追跡の発掘

調査がおこなわれた。こうした刺激 もあり、早月上野追跡 も地元中学の歴史クラブ員などによっ

て幾度も発掘調査がおこなわれている。こうした調査によって、この追跡は縄文時代中期から晩

期の遺物が出土することが確認 され、追跡の範囲も 5～ 6万笛を越えることがわかった。

昭和49・ 50年の 2ヶ 年にわたって、スーパー農道の建設に先立つ緊急調査がおこなわれた。こ

の調査は遺跡南端部の発掘であったが、従来知 られていた縄文時代だけでなく、旧石器時代、平

安時代、室町時代の遺物・遺構 も検出されている。遺構の確認はこの時の調査が初めてである。

旧石器は赤土 (ロ ーム層 )か ら出土 しており、ナイフ形石器、掻器をもつユニット、配石がみつ

かっている。

平安時代では竪京住居跡が確認 され、土錘・須恵器・土師器・黒色土器・灰釉陶器 。磁器が出

土 している。室町時代では掘立柱建物 8棟 と井戸・土坑が確認 されており、古瀬戸 。珠洲焼 。一

石児待が出土 している。
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Ⅲ 層 序 と遺 構

1口 遺構

造跡は早月川 と角川に扶まれた上中島台地の最深部にあたり、両河,IIの 河岸段丘上に位置する。

地形はほぼ平坦であるが南から北へ緩やかに傾斜 している。発掘地点の標高は65～ 75mであり、

圃場整備実施地区を除くと、層序はほぼ同一である。

図示 した土層図は拡張区 B地区の北測 の深掘区である。

第3図 基本層序

la層………耕作土=暗褐色土

lc層 ………暗黄褐色粘質土一床土

2b層 ………黒褐色土 (やや黄 )

――  L=7000m

lb層 ………暗褐色土 (やや暗 )

2a層………黒褐色土

3 層………灰褐色土―漸移層

4 層………黄褐色粘質土 =ロ ーム層   5 層………淡黄褐色粘質土 =ロ ーム層

6 層………赤褐色粘質土―ローム層   7 層………礫層

遺物の包含層は la層 から2b層 までで、 la～ lc層 出土遺物はかなり磨滅・細片化 している。

la～ lc層 からは、縄文土器・古銭・越中瀬戸が出土 している。2a・ 2b層からは縄文土器・石

器が中心に出土しているが、この層から出土の遺物も破片ばかりで、越中瀬戸も少量出土 してい

る。いずれも良好な包含層とはいえない。

2日 遺構

今回の調査で検出された遺構はすべてA地区からである。土坑14基、特殊遺構13基である。土

坑の中で時期が判明しているのは唯一遺物の出土 したSK01だけである。特殊遺構は、一般に風倒

木痕、 ドーナツピットと呼ばれているものであり、人為的なもので iよ ないと考えられる。なお、

特殊遺構からは遺物の出土はない。

SK01は 54年度の試掘の際、プランが確認されていた。試掘の際追構上面から粗製の甕形土器が

-7-



出土しており、55年度の調査では遺構内から朱塗 りの精製浅鉢形土器が出土している。遺構は現

存部で径約95cm、 深さ約25cmを 測る。SK01が検出された地点は水田の開発などで地形が改変され

ており、試掘の際も表土層の直下に追構面が存在している。遺構の上部は既に失われているもの

と思われる。SK01出土の土器は 2点 とも縄文時代晩期後葉の下野式に属する。

その他の追構ではSK13、 SK15の遺構内面が焼けている。遺物の出土はなく時期・性格ともに

不明である。

特殊遺構と称 しているものは、径 2～ 5m、 深さ50cm～ 2mの不正円形を呈し、個体差が大き

い。追構面での確認では ドーナツ状に黒色土がみられ、中央部にローム層が盛 り上がるように堆

積している。遺物の出土はみられない。この特殊遺構は追跡以外の地でも、ローム層上面まで削

平した場合にみられることがあり、人為的なものとは考え難い。

なお、B地区・C地区でも遺構面で特殊遺構の輪郭を確認 しているが、発掘はおこなっていな

い 。

第 4図 遺構図 (1/30)

-8-
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Ocm

第 6図  SK ol出上土器

1は精製の浅鉢形土器で、先の九い棒状工具で楕円工字文が描かれている。文様は4単位で楕

円文は 8個になる。日縁部内面には沈線が一条みられる。外面は丁寧に磨かれており、上半部は

赤色顔料が塗られている。内面は外面のように磨かれてはいない。口径は22.2cm、 器高は現存部

で 9 cmを 測る。器厚は薄 く、0.4cmに すぎない。

2は粗製の深鉢形土器で、口径41.4cm、 器高は現存部で17.8cmを 測る。日縁部は断面三角形の

突帯上を櫛状工具で短く押引される。突帯直下の口縁部には指ナデで 4条の微隆起線が形成され

ている。胴部は内外面ともに条痕文で調整されている。器厚は 0.8 cmで、胎土には小砂粒が多く

含まれ焼成はあまり良好とはいえない。
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物

今回の調査で出土した遺物は縄文土器・石器を中心に弥生土器、須恵器、土師器、珠洲系陶器

越中瀬戸焼等である。遺構内からの出土遺物は縄文時代晩期後葉の土器 2点のみで、他は包合層

からの出土である。包含層から出土遺物は大半力Ⅵ 破ヽ片であるが出土量は多く、整理箱で46ケ ー

ス分である。

1.石器

晩期後葉までの時間幅で全体をとらえ

るしかない。石棒 。石冠類のようにあ

る程度時期をしぼることが可能な遺物

もあるが、打製石斧・磨製石斧・石錘

などのように時期によっての変態変化

が小さいものは中期前葉～晩期後葉の

所産として扱 う。

石鏃 (第 7図 1・ 2)

2点出土している。 2は硬質頁岩製

で、先端部は欠損している。 1は鉄石

英の有茎石鏃であるが、茎部は欠損し

ている。いずれも厚みをもち、加工は

粗い。後期以後のものであろう。

石匙 (第 7図 3)

1点のみ出土。ハリ質安山岩製の横

形石匙である。つまみは刃部に対 して

斜めの位置につけられている。刃部の

両端は鋭 く尖らせてある。
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第 7図 石銹・石匙・スクレイパー



スクレイパー (第 7図 4)

景」片の一端に連続的に調整景」離を施 したものをスクレイパーとする。15点出土しており、その

うち12点 が鉄石英、 2点が玉髄、 1点が黒曜石を素材にしている。図示 したものは鉄石英で細か

な系」離で刃部を作っている。

二次加工ある最J片・使用痕ある最1片

一部に二次加工が施された祭U片、使用痕 と思われる刃こぼれがある景」片が45点 出土 している。

ただしこの中には後世の攪乱の際に刃こばれがついたものがあるかもしれない。石材は黒l習石、

鉄石英、玉髄、チャー トを用いている。

ピエス・エスキーュ

景」片の相当する2辺 に敲打痕がみられるもの。 2～ 3 cmの小形のものが 5点出土 している。

打製石斧 (第 8～ 17図 )

85点 の打製石斧のうち、完形品は26点で、刃部を失っているもの12点、頭部を失っているもの

32点、その他15点である。石材は粘板岩・砂岩 。花嵩岩・凝灰岩などを用いる。器厚が薄 くて、

幅広の鍬状の打製石斧は主として粘板岩を使用している。打製石斧の製作には大きな母岩から景」

離 した剣片を用いるものと、扁平な礫をそのまま縁辺を加工して石斧に仕上げたものがある。形

態は撥形、分銅形、短冊形の 3種がみられる。短冊形・撥形と分類 したもののうち、特に幅広で

厚さが極めて薄い鍬状のものが存在する。縄文中期の代表的な遺跡である天神山遺跡、大光寺遺

跡からの出土品には、こうした鍬状の打製石斧は含まれていない。また後期のほぼ全般の土器を

出土する黒沢遺跡から採集されたものの中にも類例をみいだすことはできない。早月上野遺跡に

特徴的な形状と考えるべきなのであろうか、それとも晩期の所産と考えるべきなのであろうか。

縄文晩期農耕論の中でしばしば引合いに出される九州の石鍬状の打製石斧に形状は近いものと思

われる。早月上野遺跡から出土したものも縄文晩期の所産である可能性が強いと考えられよう。

鍬状の石斧は粘板岩を用い、摂理面をうまく利用して素材を薄 く象」離 し、縁辺部を簡単に加工し

成形したものである。長さは推定も含めて15cmを越える大形品ばかりで、厚さは 2 cmを 越えない。

数量は 7点である。

玉砥石 (図版20下 )

砂岩の大きな痛平礫の表面に数条の幅 0.5～ 1,Ocmの 濤がつけられたもの。今回の調査では 2

点出土している。いずれも破損しており、10cね角ほどの破片となっている。過去の調査において

も数例出土しているが、玉類の出土がみられず玉砥石としての機能に疑問が投げかけられていた

(富山県教委 1976)。 しかし今回の調査で若干の玉類が出土しており、玉砥石とみなして大過な

いであろう。

叩石 (図版21下 )

1点出土している。手頃な凝灰岩の礫の一端に敲打痕がみられるもの。敲打痕は極めて細かく

石器製作で使用したものではないと思われる。

- 13-
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磨製石斧 (第 18・ 19図 )

磨製石斧は118点 出土している。刃部が欠落 していて頭部が残っているもの52点、頭部が欠損し

ていて刃部側が残っているもの55点、完形品11点 がその内訳である。磨製石斧の形態は大形 (長

さ10cm以上)、 中形 (8 cm前後)、 小形 (6 cm未満)の 3種がみとめられる。刃部の形状は、大形は

やや丸みをもつもののみで、中形・小形の中には刃部が直線的でノミ形のものもある。注目され

るのは、磨製石斧の完形品 。頭部破片の約 3分の 1に、頭部に細かな敲打痕がみられることであ

る。こうした敲打痕は磨製石斧の製作に際して付着したものではなく、研磨がおこなわれた上か

ら敲打痕がつけられていることが観察できる。つまり、石斧の使用に際して敲打痕がついたもの

と考えられる。こうしたことから石斧の用途に頭部を叩く場合が存在したということになる。機

能としては楔のようなものを想定できる。この敲打痕のみられるものはすべての形態にわたって

σ 〇

温 堅 シ
´ υ ψ

/

Φ

第18図 磨製石斧
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第19図 磨製石斧
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おり、形態差による敲打痕の違いはみとめられない。石材は大部分が蛇紋岩であるが、一部判別

不明なものがある。なお、磨製石斧の未製品と思われる蛇紋岩製の敲打で斧状に形状を整えたも

のが2点ある。製品・使用済のものに対する未製品の割合は極度に小さいといえる。これは打製

石斧にもいえることであるが、遺跡の中の場の機能を表していると思われる。

石錘 (第20。 21・ 22・ 23図 )

石錘は24点 出土 しており

礫石錘 と切 目石錘の 2種が

ある。切 目石錘は 2点のみ

で他はすべて礫石錘である。

石錘の大 きさと童量の関係

を第20図・表 1に示すと、

礫石錘の大部分が切 目石錘

と大 きさ・重量の点で同 じ

グループに属することがわ

かる。礫石錘の中で欠損品

2点 を除いた20点の うち18

点までが859以下である。

また石材の点でも礫石錘 と

切 目石錘の差はみとめられ

●― 礫石錘
△
一 切目石錘

△△
8

・ ● .  9時  ●

ない。大形の 2点のみが別の機能を持つと考えられる。富山県内では切目石錘の出土例が少なく、

礫石錘数10点 の出土に対して切目石錘1。 2点 の出土というのが一般的である。魚津市内は大小の

河川が密集 しており、早月上野遺跡のように河川に面した縄文中～晩期の大集落ではかならず大

量の30～809程度の礫石錘が大量に出土している。

近年、石錘の分布・形態などの差から切目石錘を漁網錘、礫石錘を編物の錘具と想定する考え

方が示されている (渡辺 1973他 )。 しかし、早月上野遺跡出土の例からは、礫石錘と切目石錘の

差は認めがたい。当地の歴史的環境を考慮すれば、生業として漁業の比重が高い点など、本追跡

出土の礫石錘が切目石錘と同様に漁網錘と考えられる。

加賀藩領であった江戸時代に物成として鮭、鯰、鮎等がこの地域に課せられていた記録が残っ

ており、それを証明するように大量の越中瀬戸焼の土錘が上中島台地から出土している。早月上

野遺跡の1974年 ・75年の発掘調査では平安時代の遺物・遺構が検出されているが、土錘が出土し

ている。また同じ台地上の奈良・平安時代の集落佐伯追跡からも土錘が出土している。中島地区

は早月川と角川に扶まれており、現在でも鮎などの魚類が豊富にとれる。このように各時代にお

いて漁業が生業の中に大きなウエイトを占めていると考えられる当地域は、縄文時代にも当然河

川を利用した漁業を考えることができる。早月上野遺跡出土の礫石錘は、他に土錘等が出土して

いないことから漁網錘と考えてよいであろう。

第20図 石錘の長さと重量の関係図
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なお、第23図 25は 扁平 な礫の

中央部に敲打によって凹みがつ

けられており、また擦痕や縁辺

部に敲打痕がみられ凹石または

敲石 と分類すべきものであるが、

縁辺の 3ヶ 所を打ち欠いており

石錘としても使われたものと思

われる。

玉類 。石製品 (第24図 )

玉類は 3点出土 している。 1

は凝灰岩の扁平礫の縁辺を敲打

で成形 し、一部を研磨で仕上げ

ている。2は藤質砂岩の川原石

を::阜ia:とξ::ぞ拿:
分の としかあけられておらず、途中で断念 したものと思われる。翡翠としてはあまり良質のもの

ではない。石製品としては小形の棒状のものが 3点出土している。長さ2～ 3 cm、 径約0.5cmの も

ので全体が研磨されている。滑石製。この棒状石製品は、早月上野追跡のほか石垣追跡からも採

集されている。

表 1 石鍾一覧表

GD

第24図 玉類
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百万

長
さ 幅

厚
さ

重
量

る
質 ０

他
番
号

長

さ 幅
厚

さ

重
量

石

質 わ
他

1 i7m 2111 凝 灰 岩 切 目 59 mm 57〔
剛

・
５■ 花 開岩

2 砂  岩 33.[ 砂  岩

3 15.5 欠損

4 M 粘板岩

5 生2.こ 生2.5 24.5 砂  岩 安 山岩

6 6 花筒岩 凝灰岩

7 砂  岩 花南岩

8 37 て 凝 灰 岩 砂  岩

9 36.E 硬質砂岩 粘板岩

砂  岩 凝灰岩 欠損

:5 凝 灰 岩 17 砂  岩

1盈

V 188 砂  岩
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石棒、石剣・石刀、石冠 (第25・ 26図 )

石棒は 5点出土している。 2・ 6は小形で丁寧な作 りである。いずれも熱を受けて色調は赤み

をおびている。4はやや大形の石棒で両端は折れている。石剣 。石類もすべて破損品である。断

面はすべて楕円形で片方に刀部とみなせる稜をつくっている。石材は縁泥片岩、粘板岩を用いて

いる。石冠は 1点のみ出土。整形は簡単におこなわれており、石冠にしばしばみられる底面の凹

みはつけられていない。

さて今回の調査で、石棒、石剣・石刀は計10点出土しているがいずれも破片となっており完形

品はみられない。また石棒 2点は加熱を受けた痕跡もみとめられる。過去の調査などでも石棒類

はかなりの数量が出土・採集されているが、いずれも破片となっているものばかりである。これ

は石棒類の使われ方を示唆しているものと思われる。実用品ではないと考えられている石棒類が

第26図 石剣 石刀 石冠
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石器組成

先述 したように今回の調査では打製石斧85点、磨製石斧 118点、石鏃 2点、石錘 24点 、石匙 1

点、スクレイパー16点 、石皿 1点、叩石 1点、砥石 2点、石棒 5点、石剣石刀 5点、石冠 1点、

玉類 3点、棒状石製品 3点、ピェスェスキーユ 5点が出土している。 打製石斧・磨製石斧の数量に

較べて、石鏃はわずかに2点 しか出土 しておらず、縄文時代の石器組成としては極めて片寄 りが

みられる。こうした石器組成は地域的 。時期的特性を表わしている、追跡内での発掘地点の特徴

を表わしている、の 2つ の原因を考えることができる。

発掘区は住居址群が存在すると予想される地点から約200～300mを離れた遺跡の縁辺部であり、

住居址内または住居址近辺での石器組成とは懸離れたものである可能性もある。

富山平野の縄文遺跡の石器組成は、ほとんどの報告書でその数量が明記されておらず、実態は

不明な点が多い。私見では中期前葉を境に打製石斧と石鏃の比率が逆転 し、中期中葉以後は圧倒

的に打製石斧が増加し石鏃は減少する。表 2に示すとおり、中期中葉以後では、発掘調査で検出

された石鏃は打製石斧の 3分の 1に も満たないのが一般的である。隣接する新潟県における縄文

追跡の石器組成は、各期を通 して石鏃の割合は多い。石鏃と打製石斧の比率に関しては、中期中

葉以後富山平野と新潟県内の遺跡では大きな違いがみられる。縄文土器自体に関しても中期中葉

から富山県内出土のものと新潟県内出土のものとの差が顕著になり、石器組成の変化と一致する。

表 2 富山県下の石器組成 (各報告書より)

lT製石斧 磨製石斧 石 鏃 石 錘 凹 石 石 皿 石 槍 石 錐 石 匙 時 期

魚津市石垣遺跡 3 中期前葉～晩期

//  寿 申山 8 1 8 1 中期前葉～後葉

ク 桜峠 3 6 ] 早期、中期前～後葉

黒都市新坂 ユ 2 3 前 期

ク 前沢 4 1 中期中～後葉

上市町極楽寺 2 前 期

滑川市本江 100以上 7 9 3 後・ 晩 期

砺波市厳照寺 6 2 1 中期 前葉

富山市蜆が森貝塚 2 1 l 前 期

高岡市高田新 4 2 晩 期

ク 駒方 3 2 1 晩 期
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土器

主に縄文時代中期前葉～同晩期のものが出土し、他に弥生式土器、土師器、近世陶器が少量出

土した。土器の出土状況は各時期のものが入 り混じった状態である。遺物量は相対的に言うと中

期～晩期の順になり、遺物の大半は小破片であり複元可能なものはほとんどなかった。以下出土

した土器について時代別に区分 し、主なものについて概要を述べる。

縄文時代中期前葉の上器 (図版 1.2-1～ 15)

従来の広い意味での新崎式土器である。連続刺突文や隆帯土に爪形文か、稜杉状の刻み目を施

した土器が特徴とされる上山田古式 (小島1972、 1974)も 含んでいる (主体的)。 花弁の長い蓮華

文や格子目状の沈線もあげられる。その他、新道式に関連が求められる (図版 2-6、 7)又阿

玉台式類似 (図版 2-5)の 土器も見られる。近年、厳照寺式土器の提唱 (富山県教委 1977)、 又

反論等 1/1ヽ島1979)が あるが、筆者自身がよく理解 していないため使用はしなかった。

縄文時代中期中葉の上器 (図版 3～ 6、 7の一部)

天神山式土器 (湊他1959)や古府式土器 (高堀1954)に比定できる。天お申山式土器は半隆起縄

文を器面全体に展開したり、隆帯上に爪形文や箆刻み文が施 される。古府式土器は、水上谷遺跡

報告において深鉢形で、半裁竹管で飾るものは三種に分類され (富山県教委上974)又松原追跡穀

告に於おいてはⅢ期土器の分類がおこなわれている。古府式土器研究は橋本、神保両氏により精

力的に進められた。

縄文時代中期後葉の上器 (図版 6-3～ 29)

主に貝殻腹縁の条痕文を特徴とする土器をあつめた。貝殻文と沈線文の組合せの串田新Ⅱ式に

比定される。その他前田式と思われるもの (図版 6-15、 16光

※前田式に関しては、岩崎野式の提唱および反論等があり、時期比定も混沌としている。

縄文および無文の上器 (図版 7-17～ 32、 図版 8、 9)

これらの土器は縄文時代中期後葉～後期前葉に比定できるものと理解したい。

縄文時代後期前葉の土器 (図版10-1～ 18)

気屋式、堀之内式、三十稲場式、白山V式等がみられる。気屋式は三角形刺突の押引きや口

辺部に小波状沈線をもったり、沈線内に連続刺突を加えたりするのを特徴とする (久保、高堀19

51)。

三十稲場式土器について (図版10-17)

所謂「花弁形刺突文」「魚鱗形刺突文」「爪形刺突文」と称された土器は狭義の三十稲場式土

想として把握されている。県内に於いては、宇奈月町浦山寺蔵遺断そ大沢野町布尻遺断1立山町

古屋敷遺ポ券あげられるが、いずれも伴出土器は不明であり、特殊な刺突のため注意されている

ものである。関雅之氏の研究によれば刺突具及び刺突テクニックにより4種 (A～ D)に分類さ

れている。

以下県内出土の各々を分類すると
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○半裁竹管等を用いて器面に対し、横から斜めに刺突する一布尻遺跡、浦山寺蔵遺跡―B種

〇棒状工具で刺突する一古屋敷遺跡一C種

○先端が九みを帯びた棒状工具で刺突する一早月上野遺跡―C種

新潟及び隣県に於ける三十稲場式土器に関する報告は数多く、分布に関しては田中耕作氏によ

る知見が報告されている。しかしながら同氏によれば「・中略…型式の確たる定義付けや型式区分

…略…研究者個々人によってとらえ方が異なり…混沌としている段階にある。」ように報告されて

いる。中村孝三爺箋によるとこの土器は以下の如く説明されている。「昭和10年八幡一郎によっ

て (縄文後期三十稲場式土器)と して標準模式化され、斎藤秀ギ場 (第 7輯)に採用された。以

下略…』

この土器の特殊な刺突文の土器群研究は、寺村光塔そ中村孝三員R稲岡嘉ザl関雅だ箕等によ

り研究がおこなわれている。土器内容や編年的位置付けに関しては現在二つの考え方があると思

われる。

① 越路町教育委員会1970 朝日百塚、並松遺跡

② 富山県教育委員会1977 富山県宇奈月町浦山寺蔵遺跡緊急発掘調査概要

③ 大沢野町教育委員会1977 富山県大沢野布尻遺跡緊急発掘調査概要

④ 麻柄一志氏表採資料

⑤ 見附市教育委員会1971 耳取遺跡

⑥ 新発田市教育委員会1981 菅谷地区内遺跡範井確認調査報告書

⑦ 長岡市立科学博物館1966 先史時代と長岡の遺跡

③ 新潟県1937 新潟県に於ける石器時代遺跡調査報告、新潟県史跡名勝天念記念物調査第 7

輯 (略…関東の堀之内式に当る…の文あり、刺突文の土器とともにバラエテイーが見いだ

される。中村孝二郎氏のいわれる南三十稲場式土器も含んでいる♪

③ 寺村光晴1957 三島郡十二遺跡A地点出土の土器、越佐研究第12集

⑩ ⑦と同じ

① ①と同じ

⑫ ⑤と同じ

① ⑤文献によると「・・・略…称名寺式第1群土器から堀之内式に至る土器に限定され、堀之内

Ⅱ式に相当する…略…ほとんど認められない,中略」

〇駒形敏郎氏はツベタ遺跡報告の中で、 1～ 9類土器は堀之内 1式に対比、10類土器はその

あとに位置するとある。 (安田町教育委員会1972、 ツベタ追跡発掘調査報告)

○長岡市立科学博物館1975 根立遺跡 (上層から南三十稲場式土器、その下の第 2層 より三

十稲場式土器出土とある)

〇下田村教育委員会1975 芹沢、八幡平遺跡緊急調査報告書 (二十稲場式、南二十稲場式土

器についての論文が掲載

縄文時代後期中葉～後期後葉の上器 (図版10-19～ 31、 図版11～ 13)
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○口縁部裏側に沈線 を持つもの (堀之内 2式 にもある)黒みを帯びてよく研磨 されている一加曽

利 B式 (図版10-19～ 31、 図版11-1～ 10)

○縄文及び無文の深鉢 をあつめた。縄文を全面にころがしたもの、沈線のあるもの等、後期後葉

と思われるものを一括 した。本江遺跡 (小島1979)に も例がみられる。 (図版11-11～ 19、 図版

12-1～ 33)

○やや波状の口縁部である。本江追跡報告等33図 に類似する。加曽利B3~曽 谷式並行、(図版12-

34トヤ36)

○こぶ付土器の一群。後期終末に位置づけられる。 (図版13-1～ 5)

○上半部が外反 し文様は口縁部に二条の沈線がめぐっている。井日Ⅳ期 (井口村教委1980)八 日

市新保式 (小島1981)に 比定 される。但 し本例では縦沈線で切 る文様のものはない。 (図版13-

14～ 21)但 し16・ 17は別

縄文時代晩期の上器 (図版 14)

北隆における晩期編年は 4期提唱 されている (高堀 1965)。 勝木原追跡報告では晩期 I～Ⅳの時

期区分 (小島 1967)、 近年は酒井重洋氏の研究 (酒井 1976)、 井口V～Ⅷ期 (井口村教委1980)及び

丸山A式の提唱等がある (上市町教委 1881)。 1～ 3勝木原式、八 日市新保式、 6～ 12御経塚式、

13～ 30中屋式、37～39大洞C.式並行、38は 大洞C2～ A式 にそれぞれ比定 される。

3.その他の遺物

有7し球形帆土製品 (図版16-1～ 7)

総数 7点出土している。当遺物の研究史的動向および分類作業は小島俊彰氏によりすでに公表

ずみである。 (小島1980)分類は小島氏論文に従 う。

1、 無文紡錘形 1～ 4 609、 549、 629、 549

2、 有文紡錘形 5   299

3.算盤球形  6   269

4、 下ぶくれ形 (稜 を持つ) 7 449

定形品は 1点 もなく、すべて%以下の大きさであり、形態は復元推定である。 (孔 を中心とし

て図を復元)尚、小島氏報告によれば早月上野追跡より25点、東尾崎追跡 3点、石垣追跡より27

点出土している。用途に関しては、まだ見解の一致をみない遺物でもある。

耳飾 (図版15-13)

径 5 cm位 (推定)で幅は 0.8 cm、 薄形で形も正円に近い環状の土製品である。作 り方は精巧で

あり、表面はみがきがかけられ光沢がある(椎骨形 )。 類似なものは滑川市本江遺跡報告 (図版179

-9)|こ ある。尚、耳飾 りの多く出土した埼玉県高井東追跡報告の分類でいくとA種 6類になる。

上偶 (図版16-8)

顔の部分がえぐられており、わずかに頬の部分に赤く塗られた痕跡が見い出される。類例は早

月上野追跡報告15図 1に みられる。 (酒井1976)
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古銭

永楽通宝が 1枚、寛永通宝が13枚、昭和アルミ貨 1枚、計15枚検出されすべて表土層より出土

している。

永楽通宝

明朝の永楽通宝を模 したものであるが、基本銭と著 しく変化したものがある。天正年間から元

和ごろまでの期間 (1588～ 1624)鋳造といわれている。

寛永通宝

収集界で「古寛永」と「新寛永」の二つに区分、明暦までを古寛永 (官銭としては寛永13～ 20

年)、 寛文沈降 (1688年)を新寛永と称している。古寛永力W闇字なのに対して、新寛永は細字であ

る。例外はあるが賽の字の足が古寛永ではスのようになっている (ス宝)の に対して新寛永では

八になっている (八宝 )。古寛永は 3枚、新寛永は10枚ある。新寛永の内訳は 3枚が鉄銭、背面に

元の字があるもの (元文 5年 に鋳造が認可されたもので、作業は寛保元年 〔1741年〕に開始され、

やや小形のものが多く、製作のよいのが特徴である)、 青海波文 (11波 )の ものがある (明和 5年

〔1768年〕に登場 した 4文銭である )。

きせる (図版15-19)

吸い口であり銅板を九めて円筒状に整形 したもので、一条の合せ目が認められる。形状は羅宇

につながる部分から直径力訴田くなっている。

土製玩具 (どろめんこ)(図版15-14～ 16)

14は動物を模 したもので、猿が子供を抱いていると思われる (素焼兆15は 宗教関係の模 した (

塔 ?)素焼 きで蓮台。16は磁器製で子供が正座 している。

どろめんこの研究者金刺氏の分類によれば14は第 3分類、15は 第 2分類に属する。尚、県内で

は柳田追跡より出土している (富 山県教委 1975兆

V ま と

今回の調査では、時期のわかる遺構は縄文時代晩期後葉の土坑一基のみで、他の遺構は時期が

不明である。晩期後葉の土坑は墓拡の可能性も考えられており、集落の縁辺部での土地利用の一

端を示しているものと思われる。

出土遺物は縄文時代中期前葉から近世にまで及び、長期に亘って集落が営まれていたものと思

われる。中でも弥生土器の発見は今回の調査が初めてであり、今まで早月上野遺跡で空白だった

時期を埋めたことになる。出土した弥生土器は後期末のものであり (図版 15-13)、 該期の遺跡

の発見が増えている中で、立地の点など興味深い問題を字んでいる。

圧倒的多数を占める縄文時代の遺物は、石器以外はほとんど力跡田片化 しており、長い間にかな

りの改変されていると思われる。
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早月上野遺跡 グリット配置図 (吉野地区)
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